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近畿中国森林管理局 

箕面森林環境保全ふれあいセンター・こだま通信 

箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボ

ランティア、地域住民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指

導等の支援に取り組んでいます。 
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３月２５日、「箕面国有林に関する意見交換会（事

務局：局・ふれあいセンター・京都大阪森林管理事務

所、平成１７年度設置予定）」の準備会を箕面市立メ

イプルホールで開催しました。 

この意見交換会は、箕面国有林をさらに開かれた

「国民の森林」とするため、学識経験者、関係行政機

関及び箕面国有林をフィールドとして活動する自然

保護団体やボランティア団体等をメンバーとし、様々

な意見の交換等を行うためのものです。 

箕面国有林に関する意見交換会の準備会を開催 
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カワウにより森林への多大な影響が生じている伊

崎国有林（滋賀県近江八幡市）の取扱いを検討する

場として設置したワーキンググループの第２回会合

を、３月１日、近畿農政局会議室（京都市）で開催し

ました。会合では、「植生回復のためには、抵抗力が

高く、早く成長する樹木で、地域にあった樹種を植栽

することが望ましい。」等、活発な意見が出ました。 

平成１７年度も引き続き、ワーキンググループ会

合、森林影響調査等の取組を行っていきます。 

第２回カワウワーキンググループ会合の開催 

 遊々の森「きぬかけの森」の現地視察 

３月２日、山下宏文教授（京都教育大学）、東京

大学林政学研究室院生と遊々の森の活用について

の意見交換やきぬかけの森が設定されている衣笠山

国有林（京都市）の視察を行いました。視察を終え

て、「森林に関わる教育は学校の枠を超えた協力関

係が不可欠であり、遊々の森のような取組は評価さ

れる。学校教育の中にどう位置づけていくか、良好な

ソフトを提供していくことが大事である。」との意見が

ありました。 


